
本宿小 学校　第 6 学年

3　単元の目標
武蔵野市民科
資質・能力

A1・B1

A2・B4

B3・C3

小単元 時数

2

9

2

1

2

6

合計時数 22 時間

○思考力・判断力・
　表現力等の育成

ゲストティーチャーとの関わりやインターネット上の資料等の多様な情報から、必要なものを選択
し、活用する力を育成する。
職業について考える中で、自分の生活についての認識を新たにする。

武蔵野市民科指導計画・報告書 武蔵野市立

実施時期 ２～３学期

１　教科等名 総合的な学習の時間

２　単元名 自分の生き方を見つめて

○知識・技能の習得
働く人との対話から様々な職業への理解や職業人の思いにふれる。
自分や友達の個性について、将来の生き方に活かす観点から改めて見直し理解する。

地域コーディネーター
保護者や地域協力者

ゲストティーチャーの
話を聞くことで、働く
人の思いに触れ、働く
ことへの理解を深め
る。

児童の興味・関心に基づいたグループごとに、ゲスト
ティーチャーの話を聞いたり質問をしたりする。
個々の情報を全体で共有するとともに、自分のなりたい職
業を改めて考える。

地域コーディネーター
保護者や地域協力者

○学びに向かう力・
　人間性等の涵養

職業や職業観を学ぶことをとおして、自分の生き方を見つめ、将来への希望をもとうとする態度を
養う。
社会は様々な人の思いや努力・協力で成立していることに気付き、自身もその一員であるとの自
覚を養う。

４ 単元計画

ねらい 主な学習活動・指導上の工夫 関連教科
関連団体（連絡先等）

小単元
①

学年全員で働く人の話
を聞くことをとおし
て、職業や職業人に関
心をもち、本単元の共
通体験とする。

保護者や地域協力者をゲストティーチャーとして招き、就
業の動機や仕事の魅力や苦労など、職業人としての話を聞
く。

地域コーディネーター
保護者や地域協力者

自分のなりたい職業
や、憧れる生き方をし
ている人物について調
べ、多様な情報から必
要なものを選択する力
を育成する。

将来なりたい職業や憧れる生き方をしている人について考
え、その仕事の内容や魅力、その仕事に就くために必要な
事柄等、どのようにしてその生き方を貫いているかなどを
調べ、まとめる。

小単元
②

仕事をするとはどうい
うことか話し合うこと
を通して、働くことや
生き方についての考え
を深める。

自分で調べたことやゲストティーチャーとの関わりをとお
して、改めて「仕事をする」ということのイメージを交流
し、一人一人そのイメージが違っていても、仕事について
真剣に考え自分の生き方につなげることを確認する。

南魚沼市観光協会

自分のなりたい職業
や、憧れる生き方をし
ている人物について調
べ、多様な情報から必
要なものを選択する力
を育成する。

将来の職業を考えることを視点として、互いによさや特
徴、向いていると思う職業等について考え、交流する。

道徳
【Ａ－個性の伸長】

仕事をするとはどうい
うことか話し合うこと
を通して、働くことや
生き方についての考え
を深める。

自分が将来就きたい職業や関心のある職業について、仕事
の実際や必要な資質や資格について調べたことや、あるい
は自分の適性などについて考えたことなどを、資料を提示
しながら、スピーチ形式で発表し合い、感想を伝え合う。

国語「今、私は、ぼく
は」

５ 単元の振り返り

成　果（児童・生徒の変容等） 課　題


